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標

小 学 校 家 庭 科 中学校技術・家庭科　家庭分野 家 庭 基 礎（2 単位） 家 庭 総 合（4 単位）

第 1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，
日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に
付けるとともに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，
家族の一員として生活をよりよくしようとする実践的な
態度を育てる。

技術・家庭 第 1　目標
　生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を
通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，
進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育て
る。

第１　目標
　人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわりについて理解
させるとともに，生活に必要な知識と技術を習得させ，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な
態度を育てる。

〔第 5 学年及び第 6 学年〕
1　目標
（1）�衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な

活動を通して，自分の成長を自覚するとともに，家
庭生活への関心を高め，その大切さに気付くように
する。

（2）�日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を
身に付け，身近な生活に活用できるようにする。

（3）�自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜び
を味わい，家庭生活をよりよくしようとする実践的
な態度を育てる。 

家庭分野
1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通し
て，生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，家庭の機能について理解を深め，
これからの生活を展望して，課題をもって生活をよりよ
くしようとする能力と態度を育てる。

第 1　家庭基礎
1　目標
　人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生
活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得
させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決すると
ともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度
を育てる。

第 2　家庭総合
1　目標
　人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消
費生活，衣食住などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭
や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を
図る能力と実践的な態度を育てる。

家
族･

家
庭
と
人
の
一
生
に
か
か
わ
る
内
容

A　家庭生活と家族 A　家族・家庭と子どもの成長

　ア　青年期の自立と家族・家庭
　　�　生涯発達の視点，青年期の課題，男女の協力，
家庭を築くことの重要性，自己の意思決定，責
任をもった行動

　イ　子どもの発達と保育
　　�　乳幼児の心身の発達と生活，親の役割と保育，
子どもの育つ環境，子どもを生み育てることの
意義，親や家族及び地域や社会の果たす役割

　ウ　高齢期の生活
　　�　高齢期の特徴と生活，高齢社会の現状と課題，
家族や地域及び社会の果たす役割

　エ　共生社会と福祉
　　�　家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援，
家庭や地域及び社会の一員としての自覚，共に
支え合って生活することの重要性

　ア　人の一生と青年期の自立
　　�　生涯発達の視点，各ライフステージの特徴と課題，青年期の
課題，自立や男女の協力と平等，生涯を見通した青年期の生き方

　イ　家族・家庭と社会
　　�　家庭の機能と家族関係，家族・家庭と法律，家庭生活と福祉，
家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわり，家族の一
員，男女の協力，家庭を築き生活を営むことの重要性

　ア　子どもの発達と保育・福祉
　　�　子どもの発達と生活，子どもの福祉，親の役割と保育の重要
性，地域及び社会の果たす役割，子どもを生み育てることの意
義，子どもとかかわることの重要性

　イ　高齢者の生活と福祉
　　�　高齢者の心身の特徴，高齢社会の現状及び福祉，高齢者の生
活の課題や家族，地域及び社会の果たす役割，高齢者の自立生
活を支えるための支援の方法，高齢者とかかわることの重要性

　ウ　共生社会における家庭や地域
　　�　家庭と地域とのかかわり，高齢者や障害のある人々など様々
な人々が共に支え合って生きることの重要性，家庭や地域及び
社会の一員として主体的に行動することの意義

（1）自分の成長と家族

　ア　自分の成長の自覚，家庭生活と家族の大切さ

（2）�家庭生活と仕事

　ア　家庭の仕事と分担
　イ　生活時間の工夫

（3）�家族や近隣の人々とのかかわり

　ア　家族との触れ合いや団らん
　イ　近隣の人々とのかかわり

（1）自分の成長と家族

　ア　自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり

（2）家庭と家族関係

　ア　�家庭や家族の基本的な機能，家庭生活と地域との
かかわり 

　イ　�これからの自分と家族，家族関係をよりよくする
方法

（3）幼児の生活と家族

　ア　幼児の発達と生活の特徴，家族の役割 
　イ　幼児の観察や遊び道具の製作，幼児の遊びの意義 
　ウ　幼児と触れ合い，かかわり方の工夫 
　エ　家族又は幼児の生活についての課題と実践

※下線は選択事項。3学年間で 1又は 2事項を選択
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標

小 学 校 家 庭 科 中学校技術・家庭科　家庭分野 家 庭 基 礎（2 単位） 家 庭 総 合（4 単位）

第 1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，
日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に
付けるとともに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，
家族の一員として生活をよりよくしようとする実践的な
態度を育てる。

技術・家庭 第 1　目標
　生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を
通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，
進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育て
る。

第１　目標
　人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわりについて理解
させるとともに，生活に必要な知識と技術を習得させ，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な
態度を育てる。

〔第 5 学年及び第 6 学年〕
1　目標
（1）�衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な

活動を通して，自分の成長を自覚するとともに，家
庭生活への関心を高め，その大切さに気付くように
する。

（2）�日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を
身に付け，身近な生活に活用できるようにする。

（3）�自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜び
を味わい，家庭生活をよりよくしようとする実践的
な態度を育てる。 

家庭分野
1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通し
て，生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，家庭の機能について理解を深め，
これからの生活を展望して，課題をもって生活をよりよ
くしようとする能力と態度を育てる。

第 1　家庭基礎
1　目標
　人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生
活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得
させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決すると
ともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度
を育てる。

第 2　家庭総合
1　目標
　人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消
費生活，衣食住などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭
や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を
図る能力と実践的な態度を育てる。

家
族･

家
庭
と
人
の
一
生
に
か
か
わ
る
内
容

A　家庭生活と家族 A　家族・家庭と子どもの成長 （1）人の一生と家族・家庭及び福祉

　ア　青年期の自立と家族・家庭
　　�　生涯発達の視点，青年期の課題，男女の協力，
家庭を築くことの重要性，自己の意思決定，責
任をもった行動

　イ　子どもの発達と保育
　　�　乳幼児の心身の発達と生活，親の役割と保育，
子どもの育つ環境，子どもを生み育てることの
意義，親や家族及び地域や社会の果たす役割

　ウ　高齢期の生活
　　�　高齢期の特徴と生活，高齢社会の現状と課題，
家族や地域及び社会の果たす役割

　エ　共生社会と福祉
　　�　家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援，
家庭や地域及び社会の一員としての自覚，共に
支え合って生活することの重要性

（1）人の一生と家族・家庭

　ア　人の一生と青年期の自立
　　�　生涯発達の視点，各ライフステージの特徴と課題，青年期の
課題，自立や男女の協力と平等，生涯を見通した青年期の生き方

　イ　家族・家庭と社会
　　�　家庭の機能と家族関係，家族・家庭と法律，家庭生活と福祉，
家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわり，家族の一
員，男女の協力，家庭を築き生活を営むことの重要性

（2）子どもや高齢者とのかかわりと福祉

　ア　子どもの発達と保育・福祉
　　�　子どもの発達と生活，子どもの福祉，親の役割と保育の重要
性，地域及び社会の果たす役割，子どもを生み育てることの意
義，子どもとかかわることの重要性

　イ　高齢者の生活と福祉
　　�　高齢者の心身の特徴，高齢社会の現状及び福祉，高齢者の生
活の課題や家族，地域及び社会の果たす役割，高齢者の自立生
活を支えるための支援の方法，高齢者とかかわることの重要性

　ウ　共生社会における家庭や地域
　　�　家庭と地域とのかかわり，高齢者や障害のある人々など様々
な人々が共に支え合って生きることの重要性，家庭や地域及び
社会の一員として主体的に行動することの意義

　ア　自分の成長の自覚，家庭生活と家族の大切さ

　ア　家庭の仕事と分担
　イ　生活時間の工夫

　ア　家族との触れ合いや団らん
　イ　近隣の人々とのかかわり

　ア　自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり

　ア　�家庭や家族の基本的な機能，家庭生活と地域との
かかわり 

　イ　�これからの自分と家族，家族関係をよりよくする
方法

　ア　幼児の発達と生活の特徴，家族の役割 
　イ　幼児の観察や遊び道具の製作，幼児の遊びの意義 
　ウ　幼児と触れ合い，かかわり方の工夫 
　エ　家族又は幼児の生活についての課題と実践



	小・中・高校家庭科の学習の系統性	 移行期対応  新学習指導要領②

目 

　 

標

小 学 校 家 庭 科 中学校技術・家庭科　家庭分野 家 庭 基 礎（2 単位） 家 庭 総 合（4 単位）
〔第 5 学年及び第 6 学年〕
1　目標
（1）�衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な

活動を通して，自分の成長を自覚するとともに，家
庭生活への関心を高め，その大切さに気付くように
する。

（2）�日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を
身に付け，身近な生活に活用できるようにする。

（3）�自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜び
を味わい，家庭生活をよりよくしようとする実践的
な態度を育てる。 

家庭分野
1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通し
て，生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，家庭の機能について理解を深め，
これからの生活を展望して，課題をもって生活をよりよ
くしようとする能力と態度を育てる。

第 1　家庭基礎
1　目標
　人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生
活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得
させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決すると
ともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度
を育てる。

第 2　家庭総合
1　目標
　人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消
費生活，衣食住などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭
や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を
図る能力と実践的な態度を育てる。

食
生
活
に
か
か
わ
る
内
容

B　日常の食事と調理の基礎 B　食生活と自立

　ア　食事と健康
　　�　健康で安全な生活を営むために必要な栄養，
　　　食品，調理及び食品衛生
　　�　生涯を見通した食生活

　ア　食生活の科学と文化
　　　栄養，食品，調理及び食品衛生
　　　食生活の文化
　　　安全と環境に配慮し，主体的に食生活を営む

（1）食事の役割

　ア　食事の役割と日常の食事の大切さ
　イ　楽しく食事をするための工夫

（2）栄養を考えた食事

　ア　体に必要な栄養素の種類と働き
　イ　食品の栄養的な特徴と組合せ 
　ウ　1食分の献立

（3）調理の基礎

　ア　調理への関心と調理計画 
　イ　�材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付け，

配膳及び後片付け
　ウ　ゆでたり，いためたりする調理
　エ　米飯及びみそ汁の調理
　オ　�用具や食器の安全で衛生的な取扱い，こんろの安

全な取扱い

（1）中学生の食生活と栄養

　ア　食事が果たす役割，健康によい食習慣 
　イ　栄養素の種類と働き，中学生に必要な栄養の特徴 

（2）日常食の献立と食品の選び方

　ア　�食品の栄養的特質，中学生の 1日に必要な食品の
種類と概量 

　イ　中学生の 1日分の献立 
　ウ　食品の選択 

（3）日常食の調理と地域の食文化

　ア　�基礎的な日常食の調理，安全と衛生，食品や調理
用具等の適切な管理 

　イ　地域の食材を生かした調理，地域の食文化 
　ウ　食生活についての課題と実践 

衣
生
活
・
住
生
活
に
か
か
わ
る
内
容

C　快適な衣服と住まい C　衣生活・住生活と自立
　イ　被服管理と着装
　　　被服管理に必要な被服材料，被服構成
　　　目的に応じた着装の工夫
　　　健康で快適な衣生活

　ウ　住居と住環境
　　　住居の機能， 住居と地域社会とのかかわり
　　　安全で環境に配慮した住生活

　イ　衣生活の科学と文化
　　　着装，被服材料，被服の構成，被服製作，被服管理
　　　衣生活の文化
　　　安全と環境に配慮し，主体的に衣生活を営む

　ウ　住生活の科学と文化
　　　住居の機能，住空間の計画，住環境
　　　住生活の文化
　　�　安全と環境に配慮し，主体的に住生活を営む

（1）衣服の着用と手入れ

　ア　衣服の働きと快適な着方の工夫 
　イ　日常着の手入れとボタン付け及び洗濯

（2）快適な住まい方

　ア　�住まい方への関心，整理・整頓及び清掃の仕方の工夫 
　イ　�季節の変化に合わせた生活の大切さ，快適な住ま

い方の工夫 

（3）生活に役立つ物の製作

　ア　形などの工夫と製作計画 
　イ　手縫いやミシン縫いによる製作，活用 
　ウ　用具の安全な取扱い

（1）衣服の選択と手入れ

　ア　�衣服と社会生活とのかかわり，目的に応じた着用
や個性を生かす着用の工夫 

　イ　�衣服の計画的な活用や選択 
　ウ　衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れ

（2）住居の機能と住まい方

　ア　住居の基本的な機能
　イ　安全な室内環境の整え方，快適な住まい方の工夫

（3）衣生活，住生活などの生活の工夫

　ア　布を用いた物の製作，生活を豊かにするための工夫 
　イ　衣生活又は住生活についての計画と実践

消
費
生
活
と
環
境
に
か
か
わ
る
内
容

D　身近な消費生活と環境 D　身近な消費生活と環境 　エ　消費生活と生涯を見通した経済の計画
　　�　消費生活の現状と課題，消費者の権利と責任，生涯
を見通した生活における経済の管理や計画

　オ　ライフスタイルと環境
　　�　生活と環境とのかかわり，持続可能な社会を目指し
たライフスタイルの工夫

　カ　生涯の生活設計
　　　生涯を見通した自己の生活

　ア　生活における経済の計画　　イ　消費行動と意思決定
　ウ　消費者の権利と責任

　�　安全で安心な生活と消費，生活文化の伝承 ･創造，ライフスタ
イルの工夫

　ア　生活資源とその活用 　イ　ライフスタイルと生活設計

（1）物や金銭の使い方と買物

　ア　物や金銭の大切さ，計画的な使い方 
　イ　身近な物の選び方，買い方，適切な購入 

（2）環境に配慮した生活の工夫

　ア　�自分の生活と身近な環境とのかかわり，物の使い
方の工夫

（1）家庭生活と消費

　ア　消費者の基本的な権利と責任
　イ　�販売方法の特徴，生活に必要な物資・サービスの選択，

購入及び活用

（2）家庭生活と環境

　ア　環境に配慮した消費生活の工夫と実践

（3） ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 （6） ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動
※下線は選択事項。3学年間で 1又は 2事項を選択
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目 

　 

標

小 学 校 家 庭 科 中学校技術・家庭科　家庭分野 家 庭 基 礎（2 単位） 家 庭 総 合（4 単位）
〔第 5 学年及び第 6 学年〕
1　目標
（1）�衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な

活動を通して，自分の成長を自覚するとともに，家
庭生活への関心を高め，その大切さに気付くように
する。

（2）�日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を
身に付け，身近な生活に活用できるようにする。

（3）�自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜び
を味わい，家庭生活をよりよくしようとする実践的
な態度を育てる。 

家庭分野
1　目標
　衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通し
て，生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，家庭の機能について理解を深め，
これからの生活を展望して，課題をもって生活をよりよ
くしようとする能力と態度を育てる。

第 1　家庭基礎
1　目標
　人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生
活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得
させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決すると
ともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度
を育てる。

第 2　家庭総合
1　目標
　人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消
費生活，衣食住などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭
や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を
図る能力と実践的な態度を育てる。

食
生
活
に
か
か
わ
る
内
容

B　日常の食事と調理の基礎 B　食生活と自立 （2）生活の自立及び消費と環境

　ア　食事と健康
　　�　健康で安全な生活を営むために必要な栄養，
　　　食品，調理及び食品衛生
　　�　生涯を見通した食生活

（4）生活の科学と環境

　ア　食生活の科学と文化
　　　栄養，食品，調理及び食品衛生
　　　食生活の文化
　　　安全と環境に配慮し，主体的に食生活を営む

　ア　食事の役割と日常の食事の大切さ
　イ　楽しく食事をするための工夫

　ア　体に必要な栄養素の種類と働き
　イ　食品の栄養的な特徴と組合せ 
　ウ　1食分の献立

　ア　調理への関心と調理計画 
　イ　�材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付け，

配膳及び後片付け
　ウ　ゆでたり，いためたりする調理
　エ　米飯及びみそ汁の調理
　オ　�用具や食器の安全で衛生的な取扱い，こんろの安

全な取扱い

　ア　食事が果たす役割，健康によい食習慣 
　イ　栄養素の種類と働き，中学生に必要な栄養の特徴 

　ア　�食品の栄養的特質，中学生の 1日に必要な食品の
種類と概量 

　イ　中学生の 1日分の献立 
　ウ　食品の選択 

　ア　�基礎的な日常食の調理，安全と衛生，食品や調理
用具等の適切な管理 

　イ　地域の食材を生かした調理，地域の食文化 
　ウ　食生活についての課題と実践 

衣
生
活
・
住
生
活
に
か
か
わ
る
内
容

C　快適な衣服と住まい C　衣生活・住生活と自立
　イ　被服管理と着装
　　　被服管理に必要な被服材料，被服構成
　　　目的に応じた着装の工夫
　　　健康で快適な衣生活

　ウ　住居と住環境
　　　住居の機能， 住居と地域社会とのかかわり
　　　安全で環境に配慮した住生活

　イ　衣生活の科学と文化
　　　着装，被服材料，被服の構成，被服製作，被服管理
　　　衣生活の文化
　　　安全と環境に配慮し，主体的に衣生活を営む

　ウ　住生活の科学と文化
　　　住居の機能，住空間の計画，住環境
　　　住生活の文化
　　�　安全と環境に配慮し，主体的に住生活を営む

　ア　衣服の働きと快適な着方の工夫 
　イ　日常着の手入れとボタン付け及び洗濯

　ア　�住まい方への関心，整理・整頓及び清掃の仕方の工夫 
　イ　�季節の変化に合わせた生活の大切さ，快適な住ま

い方の工夫 

　ア　形などの工夫と製作計画 
　イ　手縫いやミシン縫いによる製作，活用 
　ウ　用具の安全な取扱い

　ア　�衣服と社会生活とのかかわり，目的に応じた着用
や個性を生かす着用の工夫 

　イ　�衣服の計画的な活用や選択 
　ウ　衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れ

　ア　住居の基本的な機能
　イ　安全な室内環境の整え方，快適な住まい方の工夫

　ア　布を用いた物の製作，生活を豊かにするための工夫 
　イ　衣生活又は住生活についての計画と実践

消
費
生
活
と
環
境
に
か
か
わ
る
内
容

D　身近な消費生活と環境 D　身近な消費生活と環境 　エ　消費生活と生涯を見通した経済の計画
　　�　消費生活の現状と課題，消費者の権利と責任，生涯
を見通した生活における経済の管理や計画

　オ　ライフスタイルと環境
　　�　生活と環境とのかかわり，持続可能な社会を目指し
たライフスタイルの工夫

　カ　生涯の生活設計
　　　生涯を見通した自己の生活

（3）生活における経済の計画と消費

　ア　生活における経済の計画　　イ　消費行動と意思決定
　ウ　消費者の権利と責任

（4）エ　持続可能な社会を目指したライフスタイルの確立

　�　安全で安心な生活と消費，生活文化の伝承 ･創造，ライフスタ
イルの工夫

（5） 生涯の生活設計

　ア　生活資源とその活用 　イ　ライフスタイルと生活設計

　ア　物や金銭の大切さ，計画的な使い方 
　イ　身近な物の選び方，買い方，適切な購入 

　ア　�自分の生活と身近な環境とのかかわり，物の使い
方の工夫

　ア　消費者の基本的な権利と責任
　イ　�販売方法の特徴，生活に必要な物資・サービスの選択，

購入及び活用

　ア　環境に配慮した消費生活の工夫と実践

（3） ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 （6） ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動


